
■３・１１、日本で最も美しい村の一つと言われた、福島県飯舘（いいたて）村が福島原発事故による放

射能被害を受けました。今も、飯舘村の全村民が避難生活をしています。

どのようにしたらこの飯舘村の再生は可能となるのでしょうか？

■ＧＶＪでは、飯舘村＝東京＝京都をＳｋｙｐｅで結び、留学生・日本人学生の皆さんと共に、原発事故の

被害と地域の再生を考える「Ｔａｌk Ｉｎ：Ｆｕｋｕｓｈｉｍａの再生」第2回を開催します。

★今回はシンガポールのジャーナリスト、フー・チュウエイさんがレポーターとして
参加し、飯舘村の方々の「暮らしと気持ち」（前半）、「生活と産業の再生」（後半）を
テーマとして、東京・京都会場の参加者と共にディスカッションします。

日時：３月３日（土） 午後１時～５時
（Ｕｓｔｒｅａｍ放映・Ｖｉｄｅｏ収録は２時～５時）

会場：福島・飯舘会場＝飯舘村菅野宗夫氏宅
東京会場＝工学院大学新宿キャンパス中層棟８Ｆ

ファカルティクラブ
京都会場＝立命館大学衣笠キャンパス国際部会議室

＊当日は３会場をＳｋｙｐｅで結び、ＵｓｔｒｅａｍでＬｉｖｅ放送すると共にＶｉｄeo収録します。

＊Ｖｉｄｅｏ収録したフィルムは、後日編集してＧＶＪサイトで放映します。

問合せ：Global Voices from Japan 実行委員会
（アジア２１世紀奨学財団内）

℡：０３－３４６０－２１００
e‐mail： gvj.office@gmail.com

主催：Global Voices from Japan実行委員会
共催：「ふくしま再生の会」/工学院大学/立命館大学

助成：社団法人 東京倶楽部



衣笠キャンパス

京都会場

明学館（29番）１F国際教育センター内 第1会場
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